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課題名

試験研

究年次

Ａ 水稲良食味品種の育成

（２）極早生良食味品種の穂発芽性

６３～１年（完了）

(農産一育種一水稲育種）
(豊前一普通作物）

分類 ①

Ｉ目的
極早生良食味品種コシヒカリ、ミネアサヒ、キヌヒカリについて、移植時期、採穂時期、倒

伴雲壷雑理遊星娯今の穂発芽の発生程度を明かにし、良質米生産のための資料とする。

Ⅱ試験方法一一
［試験１］穂発芽性の品種間差
１試験実施場所農産研究所、豊前分場
２供試品種コシヒカリ、ミネアサヒ、キヌヒカリ
３移植時期５月19日、６月5日、６月20日（農産研究所〉、豊前分場は４月25日のみ。

撚謝喧昌繍髄舞丞遁還礎弛を職星野寄議置昏４検定法
し28℃の定温器に入れた。置床後7日に穂発芽粒率を1区20穂調査。１区制。豊
前分場は採取した穂を、容器に置床し30℃の定温器に入れ、置床後5日にl区１０

５その他

[試験２］

穂調査。
各移植時期の標準栽培法

移植時期の早晩、倒伏程度と穂発芽の発生
ｕ試験実施場所 豊前分場

コシヒカリ、ミネアサヒ、キヌヒカリ２供試品種
３移植時期
４検定法

４月25日、６月20日
各移植時期の成熟期に刈り取った穂を、脱粒、籾摺り後玄米の状態で穂発芽
粒を判別した。ここでは、ハト胸状に達したものを発芽粒とした。
また、倒伏処理は成熟前10日に強制的に挫折倒伏させ、上記と同じ方法で訳

杏した。

寵当誰琴件の品種晴

曹膳鯛シ土､穫葬葬粒率が高く、穏勇

恵吋柾いが砦成熟期以降過黒
鐘Eklの閏派且同階

§時X日の写ﾕ晩、倒勺

壷霊華の鐸牛は、冬品種とも６月20日植の普通期栽培より４月25巳植@
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詞早期裁耀

篭1裏移植時期と穂発芽ｃ

謬1画時期節煙

蕊の評価と取扱上の留意点
:農政部発行「良質米生産技術指針」の品種特性の項に追記する。
、－．，．－坐→ﾛｰ÷,心圭.鑓零謹錘減のf・油には摘期刈取りに努占 再刀１６つヤ｡,稗

§の郡家上の問晶且康

寺性の優れた穂発芽難縮糎の貢Ｆ
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Ⅶ賓料名
，腎潤年度福岡県農業総合謎蝿童節蝿一葦雛喫驚
２１年度福岡県農業総合試験場農産研究所水稲育種研究室
一一‘_‘L坐華へ÷皿Ｉ圭却今錘雷員'7塁１１～1８（2年）

夏作試験成績書
水稲育種試験成積誉


